
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Integrated Arts and Sciences〉 Common Subjects [⇒Japanese]

基礎ゼミナール (基礎ゼミナール I) 2 units (compulsory) 1st-year(1st semester)

Keisuke Ishida · Professor / Department of Mathematical and Material Sciences

Target〉 大学で自然科学系の勉強を進めてゆくのに必要な以下の能力の養成を目
的とします． 論理的思考力, 論理的なレポートを書くことのできる能力，日本
語で討論することのできる理解力とコミュニケーション能力，プレゼンテー
ション能力

Outline〉 ,
Keyword〉 レポート作成法, データの整理と考察, 文献・資料の検索, 討論の大切
さ, パワーポイントを使った発表

Notice〉 自然科学を探究し得た成果を普遍的に共有するためには，いくつか作法
のようなものがあります．独りよがりな意見の発信にならないようにするた
めに，早くから身につけておくと役に立つ知識です．それを身につけるため
の努力を評価の対象とします．授業に出席することはもちろん，能動的に積
極的にセミナールに参加し，多くのノウハウを身につけていただくことを希
望します． また，発表の際にはパワーポイントを使用します．受講者は各自
パワーポイントとそれが使えるコンピュータを用意して下さい．

Goal〉
1.論理的思考力の養成
2.日本語で論理的文章を書くことができる能力の養成
3.コミニュケーション能力，プレゼンテーション能力の養成

Schedule〉
1.自然科学系に必要な文章表現の要素と構成
2.一般的な実験レポートの書き方
3.レポートを書いてみよう 1 (内容構成の体得)
4.テーマ (主題)の設定 (着眼点は豊富な感性から)
5.データを収集しよう (情報の収集や観察の仕方)
6.データを確かめよう (検証の大切さ)
7.資料の収集と整理 (文献の検索)
8.事実と意見 (主観と客観，事実の記載と考察の区別)
9.レポートを書いてみよう 2 (内容の見直しと整理)

10.レポート内容を発表しよう (話す立場，聞く立場，意見交換)
11.パワーポイントの使い方
12.パワーポイントによる発表で重要なこと
13.パワーポイントで発表しよう (1)
14.パワーポイントで発表しよう (2)

15.パワーポイントで発表しよう (3)
16.総合討論 (総括授業)

Evaluation Criteria〉 出席回数，課題レポート，パワーポイントによる発表と毎
回の授業での積極的な取り組み態度 (集中力，持続力，観察力，考察力，質疑
·応答 ·発表によるゼミへの貢献等)により，総合的に評価します．

Re-evaluation〉 なし．
Textbook〉 授業の中で指示します
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218511
Contact〉
⇒ Ishida (2S04, +81-88-656-7243, ishidak@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 月曜日 12時 ∼ 13時)
Note〉 積極的に授業に参加してはじめて授業で取り上げたことがらがあなたの
スキルになります．積極的に参加してください．
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